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ヒメコガネ幼識の温度選好の季節的饗化

中島敏夫

北海道犬事農撃部昆識重軽量t窒

The seasonal change of the temperature preference of 

larvae of AII011W7a仰 tforu}J1'ca班OTSCHULSKY

ny 

TORHIO NAKARTIDfA 

コガネムシ類幼轟の土壌中の弘倍、深度に闘する詳細な知識は，該品防除上緊要た事柄でる

る.夏季，地表下敷糎の浅屠で揮食，生長した幼轟は，秋季地温の低下と共に深屠に移行して越

年に入り，翌春再び高居に移動するととが多くの研究者によって報告せられ，又夏季，激しい

日照のために上居の地温が著しく上昇する時にも，幼轟は下居に移動するととが知られている.

コガネムシ類。幼晶が土壌中に於て上越の様な移行運動を行う要因としては， SCHWERD'r-

FEGER (1939)の指摘している如く，土壌温度の費イ弘幼晶障の生理的過程及び種の特性等が考

えられる. とれ等の内，土壌温度の援化と幼晶棲息深度との関係については，各時期特に春

季及び、秋季の土壌温度と幼轟棲息深度の質問1;値が多数報告せられているが，幼轟自腫の温度選

搾能力， 立選E好

北海道の根釧及ぴ十勝原野に於て大護生をしているヒメコガネ d必η川o側ma仰raruゆ!focωω官官!p介rγeaM(川y川河r附 H町HTJ.-

S別IζσYの耽轟の温度選好につき二，三の如見を得たので誌に報告する.

稿を進めるに先だち， 常に御懇話主主る御指導を苦言うする内問登ー毅授，渡遅千向助教授並

びに悶場調ft及び賓験材料採集に多大の便宜を思えられた帯蹟替林局造林課の方々に深謝の意

を表する.

材料及び方法

寅験材料 1947， 1e48年の 4月上旬及び、下旬， 7月上旬， 8月下旬， 10月下忙に， 北海

道十勝園清水皆林苦鹿追苗悶及び新得苦闘で採集したヒメコガネの幼轟に就いて賓験した.
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第 1園質 験装置

八…・・・溺端 a，bのみ鍍板張りの木箱(との中に中庸混度の海砂を満たし幼過を放飼す)

s......氷に食躍を加へた寒郵 E，F.…・・葉

C.…・・電集ヒーター (;…・・・寒暖計

D……鋸屑を充填した外壁 江1-g7…・・・寒暖計持入筒所

貫験方法 貫験装置は第1岡に示す如くでるる.雨端iのみ錦根張りの木箱 A(15x15x 

50 cm3
)に十分洗糠した場度約 47%(封容水量)の海砂を満たし， との中に幼轟を一様に分散放

飼し(貫験1同につき30頭以内)， B及

びCにより夫々埼却・加熱し， A内の

温度饗化は gl-g7に挿入した寒暖計に

よT1時間毎に測定した.A内の温度

傾斜が一定の値を示すまで、に 5-6時

聞を要した.温度費化の蹴況は第 2園長 ~O

K示す如くである.而して一定時間後

にAを取出し， 一端より 5cm毎に第

1直(低温部)より第 10区(高温部)ま

で各直の幼晶敷を調査した.
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費験結果

I. 4 月上旬

1. 第 1齢末期(供試嘉敷30頭，平均膿重 16.2mg，第3岡) 低温部I'Z:集まる傾向が明

かポ 供試幼轟の 87%が 6.0_22.00C

(第1匿~第6直)<D間K集合した.然し

最も多く (60%)集合したのは 10.0-16.0

OC (第3，4H{)の聞でるった.

11. 4 月下旬

1. 第 1齢末期(供試晶敷20頭，平

均腫重 17.6mg，第4園 Al 約85%の

幼轟が 19.50C以下に移行し， 9.3-13.40C 

(第 2区)に最も多く集合した.

2. 第3齢中期(供試晶敢60頭，平

均開重352.1mg，第4園 B) 低温部に

集まる傾向が顕著でるり， 16.7
0

C以下(第

3匪以下)I'Z: 83%が移行し， 50%が最低

温部 5.0-9.2"C(第 1匡)に時集した.

3. 第3齢末期(供試姦敢30頭，平

均韓重507.9mg，第4闘c) 既に消化

管内に揖食物が認められや，腫は乳黄色

持

10 

5 
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斗

第 3 圃

測定器内の温度傾斜及び幼議句集合状況。

4月上旬，第 1齢米期

(左・・・幼識頭数
縦車両…(

l右…温度 CC)
横軸・...・H ・-…伍別

備考~)

一一一←…・・・賓験開始時の温度

グ の幼議分布

一一0一一…・・賞験終了時の温度

. …・・・ グ の幼轟分布

(詮 1)及びめは第3圃より第7固まで共遁)
と友った前踊期に近い個睡で、あるが，運.

勤は未だ活躍主である. との場合は第3齢中期の場合とは趣を異にし， 約73%が 16.3-24.0'C

(第4-第6匝)の聞に集合した.

III. 7 月上旬

1. 第2齢末期(供試議敷 180頭，平均韓重 113.8mg，第5圃A，B) 低温部に集まる傾

向が顕著で、るり，温度傾斜 17.2-50.2"Cの貫験に於ては 67%が最低温部 17.2-20.2"C(第 1直)

に崎集し，温度傾斜 4.2-41.00Cの賓験に於ては 4.2_7.50C(第 1，2直)に 82%の幼轟の集合が

見られた.

2. 第3齢初期(供誠議室主 180頭，平均腫重 176.2mg，第5圃 D，E) 低温部に集まるf頃
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第 4国 (4月で旬)

A……第1齢末期

B ......第3齢中期

C .....1第3齢末期
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第 5 圃 ( 7万上旬)

A， 13 ....・H ・-第 2齢 末 期

c … .. … .. 巾.日….. 同上 第7匝に給餌

D町， E -.… .. …. 

F 日…….. ….....… .. ….日..昔第停 3齢末期
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向は第2齢幼轟と同様であり， 17.2-50.2"Cの温度傾耕内では 80%が 23.8"C以下(第3y[以下)

にJ 54%が2O.2"C以下(第 1~)に集合した. 4.2-41.0'Cの湿度傾斜内では 83%が 11.0'C以

下(第4直以下)I'C， 37%が6.5'C以下(第 1直)に集合した.

3. 第 3齢末期(供試轟敷10頭，平均瞳重δ35.8rng，第5園 F) 閣は淡黄色を呈した個

憶でるる. 供試晶僅か 10顕であるが低温部に集まる傾向は明かで， 40μ が 11.5'C以下(第1

匝)に集合し 22"C以上には幼轟が認められなかった.

4. 高温部に給餌した場合(第2齢末期，供試晶童文 90頭，平均鱈重 71.3rng，第5国c) 前

記諸貰験tz;.於て幼晶はいづれも低温部に移行する故，高温部に食餌の存在する場合にも同様の

〆 Oc 行動~示すか否かを知るためにとの寅験を

行った.食餌としては新鮮友トドマツ細棋

を用い， とれを第7匪(加熱壁より 15-20

crnの間)に給し，給餌区の温度は 28-29
0

C

を呈した.幼晶の集会欣態には 21悶の山が

認められ，給餌直及ぴ共の附近に 48%，低

温部(17.00C以下，第 1，2匿)I'C 38%が集合

Lた.

B 

IV. 8月下旬

O 
1. 第3齢中期(供試晶敷50頭，平均

.樟重241.5rng，第6闘 A) 34%が 10.1-

15.2"C (第2直)に， 689杉が2O.4OC以下(第

o 1-第 3y[)に集合した.

2. 第3齢末期(供試轟数10頭，平均

O 慎重509.1rng，第6園 B) 慢は淡黄色を

呈した11M睡である. 供・試晶僅か 10頭につ

O いての結果でるるが 80%が 21.l"C以下

(第3y[以下)に集合した.

1 2 ち 4 5 6 ゥ 8 9 10 ¥ 0 
V. 10月下旬~ 50cm.一一一一吋

第 6 圃 (8月下旬)

A ......第3齢中期

B ..・H ・第 3齢末期

1. 第 3齢中期(供試轟敷60頭，平均

障重293.4rng，第7圃A，B) との時期I'C

於ける幼識の集合は非常に密であり， 1.3-
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第 7 国 (10月下旬)

A. R…・・第3齢中期 C， D …... ~3齢末期
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41.4"Cの温度傾斜に於ては供試晶の 50%が 10.0_11.7
0

C(第 5巨)の 5cmの聞に間集し， 67% 

が1O.0-14.40C(第5，6匝)θ問符見出された.温度傾斜1.0-15.30Cθ場合に於ても 11.3-12.5

.C (第 6，7j，lA)に 47%の幼轟が集合した.

2. 第3齢末期(供試品数60頭，平均鰻重 440.1mg，第7闘 C，D) 慣は黄色で治化管内

に蟻食物を認めたい老熟幼轟である. 集合欣態は第3齢中期の場合と同級で， 37%が 11.7-

14.40C \第 6~~~) tr=， 73%が 10.0-17.30C(第 5-第 7~.)の聞に集合した.

以上各季節に於ける各齢期の結果を要約すれば第 1去に示す如くである.

考察

以上記述した賓験成績に基きヒメコガネ幼轟ゅ温度選好につき検討すると次の如〈でるる.

夏季 1年を通ヒ一般に比較的低温部に集まる傾向を有するととが明かで、ある.即ち

杢供試晶(給餌賞験を除く)1470頭の内， 200C 以上の直に留まった個腫は僅か 6.~% にすぎな

い. 然しながら特に 7月上旬の質験tc於て 6.5
0

C或は 7HC以下の低温部に多数のi同障が鴎集

しとれ等の個樫は低湿のために感莞を泊失し，置は弾力性を失なっていた.幼轟がとの様な

低温を最も選好するとは考えられや，むしろ寅験開始営初に比較的低温を求めてとの~に集ま

った幼轟が，温度が刻々低下するために動作が次第に綬漫にたり，再び高温部へ移行する以前

に，との直の温度が活動温度範園以下院低下してしまったためであろう.然したがらとの様な

低温部に留まる傾向は 8月下旬以後の貫験で、は減少する事賓から，夏季に於ては，趨温以下

の温度を敏感に感受してとの地区から遁れる能力が，他の季節よ bも徴弱であると見るととが

出来ょう.

秋季 8月下旬以後の賓験に於ては，最低温部(第 11瓦)に留まる伺瞳が減少して 10-

15
0

Cの聞に多数集合し，越多直前の 10月下旬に於ては， lO_lTCの狭い範固に過竿童文の幼轟

の集合が見られた.即ち秋季には相首高度の温度濯揮能力を有するものと考察される.探しな

がら 10月下旬に幼晶が多数集合した地匿の温度は 10.0-14.50Cであって，貫験開始時の温度

ll-1TCを中心とした狭い範固でるる故(第7圏雲照)，幼轟が 10.0_14.50Cの範圏を選好してと

の匿に集まったものか，或は貰験中の温度饗化を嫌って，貰験貰施中に温度蟹化の少在かった

との匿に集まったものか，明かでない. 然し 8月下旬の寅験に於ても，貰験開始時の温度が25

_26
0

Cの高湿であるにも拘わらや，やはり 10.1-15.TCの如き 10月下旬の貫験と大差のない

温度地直に集合している事賞から， 秋季に於て幼轟が選好する温度は 10-150Cの聞であると

，思考される.
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春季 上記の選搾能力は翌存4月上1c，地温がなゐ 2_4
0
Cの低温を示し，幼識が未だ

活動を開始する以前迄は保持されているが(第3聞及び第8圏雲隠)， 4月下旬の貫験に見る如く，

春季，捕食を開始した幼惑にあっては，再び低温に劃して鈍感になるように観察される.以上

の如く，夏季には低温に封して鈍感な幼晶が， 晩秋に近づくにワれて低温に封して敏感になる

現象は，越冬期に近づくにつれて，幼轟憶に生理的費化が起った結果に基くものと考えられる.

SCIIWERD'r}"EGEB. (1939)によれば MelolonthahipPocasta1li及び M.meZolontlzaの幼轟は， ドイ

ツに於ては夏は地支下 5-9インチの聞に，多は 14-23インチの聞に多数護見され，幼訟の下

屠部えの移行は 9月中旬から 10月中旬の聞で，棲息唐の温度が1O_1l
0Cの時に行bれ，翌春

の上屠部えの移行は 4月中旬より 5月中旬の聞で地温が 7-100Cに達した時に行われるとい

う. 叉 KOSMACJ王EVSKII(1937)によれば Voronezhで、は，多眠は地表下 16-56インチの聞で

行われ， 5月前牛期に，地温が 8.0-9.2"Cに達した時に土居部に移行し， 10月初旬， 7.6-9.2"C 

t1!:建した時に再び下居に移るという.叉 PRIN'Z(1928)は Polyplzyllaoli昨 rzの移動は，地表下却

cmの温度が 10-12"Cに達した時に行われる事を報じている. ヒメコガネ幼轟の北海道十勝方

面に於ける棲息深度は第8固に示す如くであり，晩秋最も深〈潜行ナる個障は 45cm迄建する

が， 20-30cmの聞に最も多くの幼轟が認められる. 市してとの唐の温度は大約 8旬 9
0

Cであ

る.以上の諸駐より考察し，秋季，低温に封する感受性の強くなった幼晶は，地温の低下と共

O 
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第8園 十勝閤鹿迫苗簡に於ける幼識棲息深度

備考 縦軸…..土壌深度(cm) (1.…・・・ 6時

i上…土壌滋皮("C) 土壌温度… p.…… 14時 田……幼掻分布
横車由… 1 l 

i下…幼議穣息重軽 13.…… ]8時

天候…・・ 4月 6日…晴 4月24日…実 7月 ]2日…晴 10月初日…曇
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に，約 10
0

C以下の上層部を避けて漸次下屠に移るものと考えられる.

輔化期 コガネムシ拡が輔化に際して，夏季の棲息屠と越冬期のそれとの中間部に集ま

る傾向のある事が多数報告されているが 4月下旬の寅験で明かな如く，第3齢中期の個憶は

低温部に留まるに拘らす"，明化期に近い例憶は 16.3-24.00Cの温度医に集まる. との様に踊化

期に近い個障は温度に封する感受性が強いので， 日中と夜間との温度費化。激しい上層部を避

けて中居に集まるのではないかと考えられる.又との時期に於ける、選好温度は秋季に於ける 10

_15
0

C よりも約 5~10 度高い事が観察された.

食餌の存在する場合 マ月上旬の賓験に於て，第2齢幼轟が，食餌の存在し友い場合に

は低温部に集まる傾向が相官顕著で、あるのに拘らや， 30
0

C附近の地区に食餌の存在する場合に

は，幼轟の集合扶態に 2{問の山の認められた事は，賓験開始時に給餌医より高温部にあった幼

轟がいづれも給餌匿に移ってととに留まり，給餌匿よりも低温部にあった幼姦が前記諸貫験と

同様にさらに低湿な方K移行した結果であると考えられ，食餌の存在により温度選好性が撹乱

されたものと推定される.

摘要

1. コガネムシ類幼晶の土壌中に於ける棲息深度の季節的質化は，幼識の温度選好性と大

きな闘係があるものと考えられる. 著者は北海道十渉方面ば多数獲生ずるヒメコガネ Anomala

rufocuprea MOTSCHUIβKYの幼轟の各齢期の温度選好につき質験を行った.

2. 幼轟は一般に比較的低温部に集合し， 杢貫験を通じ 20
0

C以上の匿に留まった桐慢は

6.3%でるった.

3. 夏季の賓験では， 幼姦は適温以下の温度を域感に感受してそのlR.:から遁れる能力が，

他の季節に於けるよりも微弱で、ある如〈観察された.

4. 8月下旬より漸次低温に劃する感受性が強くなり， 10月F旬に於て最も顕著であった.

その選好する温度は 10-150Cの間である.

5. との温度感受性は翌春4月上旬の賓験ではなゐ認められるが 4月下旬の既に捕食を

開始した個腫では微弱になる様に観察された.

6. 春季，前踊期に近い個躍は温度に劃する感受性が路、く，その選好する温度は 16_24
0

C

の聞である.

7. 夏季に高温部 (28_290C)K.食餌のある場合には，幼晶はその地直にも集合し，温度選

好位は撹馳される.
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Resumを

The seasonal move'llent of larvae of A.noma1a rufocuprea MσrSCHULSKY from one soil layer 

to the other is said to be caused by their temperature preference. Then， if the larvae are 

placed in various soil temperature conditions， they may congregate within some limits of 

temperatures choicing the suitable one. A series of experiments were made in order to 

accertain the fact and the results are given below. 

The experiment showed the sensibility of the larvae to the temperature differs according 

to the season. However， only 6.3% of them stayed in the place in which the temperature 

was higher than 20
o
C. throughout the season. Nearly 80% of the summer larvae aggregated 

in the low temperature zone (below 6.5QC.) and remained almost inactive， being possibly 

benumbed by the cold. After the late of August， the sensibility recovered gradually and the 

larvae congregated in the zone between 10
o
C. and 1!ゲC. 1n the late October， they treferred 

the zone of 10o-13
0

C. 1n the early part of next April， their sensibility was still evident， while 

in the late of April， it seemed to be very much reduced. 1n spring， the fullgrown larvae of 

just before pupation preferred the zone of the temperature ranging from 160C: to 24
0

C. 

1n summer， however， if some food-pl如tswere placed in the zone at about 30oC.， the larvae 

congregated there just as in the low temperoture zone in which they generally congregated. 


